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巻頭エッセイ・表縁の言葉

． 大 台 ケ 原． 谷本 勢津雄
春、まだ山には木の芽が息吹く前にオオ

ルリ、コルリ、コマドリ、カッコウといっ

た夏鳥達がやってきます。冬の間少し低い

ところに居たシジュウカラ、ゴジュウカ

ラ、コガラ、ルリビタキ、キバシリといっ

た留鳥たちも頂近くに帰ってきます。あっ

という間に山は緑の絨毯に覆われますが

植林と違って淡い緑から深い緑まで様々

な緑が複雑な模様を描いています。いつも

の場所でいつものように休憩を取り、お茶

を沸かして周りをノンビリと見回すとお

気に入りのブナの木が毎年変わらず雄大

な姿で立っています。

周りからは鳥の囀りがシャワーのよう

に聞こえてきます。沢山の鳥たちや動物、

昆虫に至るまで豊富な生物が居ないと自

然の営みは継続していけないことが周り

を見渡すだけでよく分かるような気がし

ます。

夏には鳥たちの声は少し静かになりま

すが、深い山の中や藪の中で鳥たちの子育

てが続けられています。

秋、山の木々が赤く色づき次第に枯れ葉

を落として林の中が良く見渡せるように

なると夏鳥たちは帰り支度を始めます。

交代でッグミ、シロハラ、マヒワ、アト

リといった冬鳥達がやってきます。

留鳥たちは群になり林を周りながら餌

を探します。

冬、深い雪の中で鳥たちは留まる者もあ

れば低いところに行く者もいます。大きな

猛禽類も餌が少なくなるので低いところ

まで探しに行くことが多いのです。

大台ヶ原にはまだ自然の残っていると

ころがありますが、この自然をいつまでも

残していくことが私たちの役目ではない

かと思っています。

自然林は大きなダムです、海や川や人を

守るためにもこれからは少しでも多くの

自然林を育てる必要があるのではないか

と思っています。
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一
支部活動のページ

※「支部活動のページは、事務局で担当・作成しています。

2002年度三重県支部緯会が
開饉されました

-----

さる4月21日 (l=I) 、午後1時30分より三重県生涯学習センター大研修室において、本年度
三重県支部総会が37名の会員の参加をもって開催されました。

当日はあいにくの雨模様で足元の悪い中、ご出席いただいてありがとうございました。

最初に杉浦支部長より昨今の若者のいわゆる「マニュアル化」 （指示がないと行動できない）

の傾向について、野鳥の会においても、野外教育活動を通して、問題の解決に貢献すべきでは

ないか、というようなお話、続いて各部の2001年度の事業報告と会計の決算報告、 2002年度の

事業計画案と予算案の提示があり、それぞれ異議なく承認されました。

なお、予算については出席者より「広告メディアを使った入会案内

保：護□判：業：／事／／：

2002年度事業計画
l、木曽岬干拓地問題について
①当面調査を続行する。
②昨年度に引き続き、木曽岬干拓シンポジウムを行う。
③木曽岬干拓地に関するパネル（野鳥の写真等）を作成し、環境フェア (6月1日四日市ドーム）や
長良川河ロフォーラム (7月）等で展示する。
2、シロチドリ保護
①豊津では柵l列、吉崎では許可を得て置く。できれば看板を新調したい。観察は地元で分担。
②昨年の報告書を公表する（志摩半島野生動物研究会と共同）。
3、安芸郡安濃町七郷池オオタカ問題
当面観察を続ける。 6月に関係者と現地調査を行う。その後県と協議する。

● しろちどり 35号 ・ -2-



I支部活動か予
◇研究部（部長：前澤昭彦）
2001年度事業報告
1、シギ・チドリ類調査（春期、秋期、冬期）
2、三重県の委託事業「平成13年度鳥獣保護区設定効果調査委託」、 2002年3月に報告書を提出。
白山町二本木鳥獣保護区91 h a、尾鷲市佐波留鳥獣保護区7ha 
3、三重県の委託事業「平成13年度ガン・カモ類一斉調査委託」、 2002年1月25日報告。

2002年度事業計画
l、シギ・チドリ類調査（春期、秋期、冬期）

朝明川河口、鈴鹿川河口～鈴鹿川派川河口、田中川河口～豊津浦海岸、志登茂川河口～安濃川河口、
愛宕川～金剛川河口、櫛田川河口、外城田川河口。
2、三重県の委託事業
「平成14年度鳥獣保護区設定効果調査委託」と「平成14年度ガン・カモ類一斉調査委託」は例年
受託しているので14年度も受託の予定。
3、カラス類による他鳥類への繁殖圧にかかる調査
理事レベルで予備調査をする。予備調査である程度仮設なり見通しが立てば平成15年度より調査
したい。

◇企画部（部長：橋本祐子欠席による代理・塗矢博一）
2001年度事業報告
1、探鳥会を年間で52回実施。 （※内訳は紙面の都合で省略します。）

2、企画部担当行事
●4月22日 野鳥講座⑨ 「今森光彦の里山物語」上映。
●5月12日 6月3日 7月14日 津市中央公民館 バードウオッチング講座にリーダー派遣。
● 10月2日 小俣中学校総合的な学習への講師派遣。
● 11月16日 度会郡第二教育振興会研修会への講師派遣。
● 11月25日 身近な自然を体験する県民デー「バードウオッチング＆クリーン作戦イン高松海岸」

高松海岸を守ろう会と共催で実施

2002年度事業計画
探鳥会年間57回計画（詳細は省略）提示。

◇編集部（部長：三村通雄欠席による代理・斎藤加代子）
2001年度事業報告

「しろちどり」発行4回
第31号 2001年 6月 特集： 2001年度総会第32号 2001年 8月 特集：三重の夏鳥
第33号 2001年 10月 特集：各地域の鳥 第34号 2002年 2月 特集：我が家の Iヽ ー`ドウオッチンゲ

2002年度事業計画
●年間4回の発行を予定する。
●特集は年2回程度とする。 1回は里山をテーマにしたものを
取り上げたい。
●支部の活動を広める内容を充実させたい。

◇事務局・財務担当（金児一夫）
2001年度決算報告（紙面の都合により省略します。）

2002年度予算案（一般会計予算は次ページに掲載しました。）
※、この予算には委託事業の受託費、繰越金は含まれていません。
会費収入のみを対象とした予算です。そのため、結果的にマイ
ナス予算（赤字）となっています。

●しろちどり 35号● -3-
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＇ 
支部活動のページ

平成14年度一般会計予算（案）
H14年4月1日~H15年3月31日
上段＝予算、中段＝注釈、下段=H13年度実績 野鳥の会三重県支部

ヘ

ヘ

収人の部 総会費 埋畢会費 畢務局費 又口,,拉只- 支部活動費 対外賓 台計

支部会費 810,000 

405名x2000円

810.000 

受取寄付金

゜
20.000 

34,854 

受取利息 2,500 

2,091 

＇ヤ鼻台酎 t 831,UUU 

文出の部

筆耕編集・講師 50,000 50,000 

64,503 64,503 

印刷費 5,000 6,000 18,000 175,000 10,000 214,000 

5450 6.430 19,823 174,057 307,670 513,430 

交際費

゜4,550 
会議費 150,000 150,000 

保護部木曾岬フォーラム． 5,000 5,000 

旅費・宿泊費 44,000 1,000 

゜
120,000 165,000 

中部ブロック・密対連参加費

44,000 1,000 1,020 57,520 

通信吾 52,000 6,000 260,000 190,000 30,000 538,000 

53100 6.480 259,981 191,046 20.205 530,812 

消耗品費 2,000 53,000 2.000 50,000 107,000 

シロチドリ看板

1800 53,276 2,000 8,523 65,599 

事務用品費 40,000 100,000 140,000 

木會岬の写真パネル作成

36,410 36,410 

新聞図書費

諸会費

11,000 11,000 

寄付金

5,000 

会場費 16,000 4,000 20,000 

15,500 3.800 4000 

裏務費

雑 費 1,000 4,000 2,000 7,000 

840 3,493 2,345 16834 525 24,037 

1ヤ勇台 i!t 126,000 tiU,UUli J/ti,UUlJ 369.000 340,000 lZU,UUL l,J:ll,VVV 

支部活動費・・・研修会・企画部・地区活動費・研究活動費・保讀活動費 -5ぶ）ぶ冗

対外費・・・密対連・中部ブロック・野生ネット等

●しろちどり 35号● -4-



支部活動のページ

野鳥講座⑩開講

客扇麟鵬心叫鵠L
4月21日 （日）総会終了後15時~17時
三重県生涯教育学習センター大研修室

現在、日本産の殆どの野鳥は愛玩目的で捕獲・ 飼育することが禁じられています。 （注：メジロ ・ホオジ

ロについては一羽に限り許可を受けて飼育することが可能。）しかし、実際は飼育や売買を目的とした密猟
が絶えないのが実情です。特にメジロやウグイスは、その声の良さから愛好家の間で高い需要があり、中国
などから輸入された外国産の亜種につけた「輸入証明書」を悪用して国産の個体を売買する手法が横行して
いるといわれます。
今回の「野烏講座」は、野鳥の密猟・違法飼育の根絶に向けて全国的に活動を展開している「全国野鳥密

猟対策連絡会」 （密対連）の事務局長 ・中村桂子氏、そして三重県環境部から 「人と自然の環境共生チーム」
の新谷成美氏をお迎えしてお話をうかがいました。

●全国野鳥密猟対策連絡会
事務局長 ・中村桂子氏

まず出席者に回覧されたのが「カスミ網、 トリモ
チ、野烏の声のテープ」という「密猟3点セット」 。

実物を見るのは初めてという人も多く、皆興味津々c
続いてOHPを利用して密猟の実態や密対連の活動に
ついて紹介があり、その後、ビデオ 「メジロが泣い
ている」 「闇で売られる野鳥」を視聴した。テレピ

の取材が実際に密猟現場に遭遇し、密猟者の生々し
い実態が示されるなどの刺激的な内容。

密対連ではこれまで中国にまで出向き、対応官庁
に野烏の輸出禁止を働きかけるなど、熱心な活動を

展開している。三重県内での密猟摘発のエピソード
も紹介され、 警察との連係プレーについて参考にな
るお話をしていただいた。

最後に質疑応答。中村さんはおだやかながらも、
頼もしい語り口調で出席者の疑問 ・質問に次々回答
していただいた。

今後は烏獣保護法の改正により、野鳥の違法飼育
にかかる罰則が強化される予定とのことで、密猟者
の側も警戒心が強くなり、うかつに摘発するのは危

険とのこと。密猟の現場を目撃した場合には、自分
だけで対応しようとせず、離れた場所から警察に通
報するようにしたい。

●三重県環境部「人と自然の環境共生チーム」
新谷成美氏ほか

三重県からは、鳥獣保護法の概要、県の狩猟に関

する取り締まり状況などの説明。愛玩飼養鳥の違法
捕獲取締りについては2月から5月、無許可飼養、販
売業者対象の取締りについては5月から8月にかけて
職員と鳥獣保護員で行うとのこと。
続く質疑では出席者から烏獣保護計画についての

質問などがあった。

e野鳥の違法飼育摘発にご協力ください
メジロ、ウグイスを初め、オオルリ、ヤマガラな
どの野鳥の飼育は、その殆どが違法です。支部で情

報をとりまとめ「三重県環境部自然の共生チーム」
と連携して対応しますので、怪しい事例を見かけま
したら事務局まで情報をお寄せください。

三重県支部組織図・連絡先電話番号 ※灘 8先は個人のお宅ですので、マナーを守つてご利用ください。

支部長：杉浦邦彦 (1

L副支部長 ：市川雄二 （
高橋松人（

監事：加藤光広(

西村四郎（
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＇ 
支部活動のページ

~ 2002年度第 1回理事会の主な内容
1. 協議事項

2002年4月21日（日）三重県生涯学習センターにて
出席 14名

●事務局

① 2002年度総会について打ち合わせ
②野鳥講座について打ち合わせ
③来年度中部プロック会議について

（財）日本野烏の会の中部プロック会議を来年度三重県で開催のため打ち合わせ。

④平成14年度三重県環境功労者賞募集について
⑤事務局備品購入について

コピー機を購入する方向で了解をとる。

ヘ
2. 報告・連絡事項

●事務局

①第10回中部プロ ック会議の開催について
甲府市にて5月25~26日開催、副支部長他理事2~3名で出席の予定。

② MIE・ みんなで創るフェア2002について
6月1~2日、四日市ドームで開催、支部より「木曽岬干拓地の野鳥」の写真、
パネル展示で参加予定。北勢地区で担当する。

③平成14年度支部事業補助金（県）の申請について
昨年度は木曽岬フォーラムのため5万円受託（申請は20万円） 。
本年度も申請する方飼。 (5月末）

④探烏会の企画書の提出と帯式変更について

6~9月分について提出のこと。企画書の書式を一部変更したので注意のこと。
混乱している報告書の提出先を、今後事務局宛てに一本化する。

⑤講師依頼について

四日市市育年会議所より高松海岸イベントヘの協力依頼

烏羽簡易保険保養センターより講話の依頼

⑥自然銀察指導員講習会について

6月14日~16日に伊勢市（厚生年金休暇センター）で開催されるC
申し込み期間は4月15日から5月20日まで

｀`  

rー、 以上

三重員支鶴へようこそ
新入会員さん2002年~4月までのお名詞とご住所

今号から、新しく入会された会員さんのお名前をご紹介していきます。
探鳥会などにもどしどし参加してくださいね。

さん（鈴鹿市）

さん（菰野町）
さん（津市）

さん（松阪市）
さん（名張市）
さん（紀和町）
さん（玉城町）

さん（大阪府松原市ン

きん（桑名市）
さん（鈴鹿市）
さん（津市）
さん（明和町）
さん（四日市市）
さん（亀山市）

さん（長馬町）
じ人上15名

※5月現在の会員数は508人（家族会員含む）です。会の運営は皆さんの会費で支えられています，
身近な方に入会を呼びかけましょう。

● しろちどり 35号● -6-
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● 支●饗●の璽● (2月-s月）
2002年
2. 3 シンポ・ 「自然の博物館をつくろう」に副支部長出席
2 支部報「しろちどり」第 34 号発行•発送作業
2 2 0 0 1年度県委託調査事業の報告書作成・提出
2 来年度の活動計画立案作業
2・2 6 特定鳥獣保護管理計画（ニホンジカ）の樹立に係る公聴会に支部長出席
3•3 2001年度第4回理事会
3・9 大仏山スプリングフェスティバルヘ参加（南勢地区）
3・1 1 三重県自然環境影響評価委員会を傍聴
3・12 2002年度総会案内等発送作業

3・1 4 三重県自然環境保全審鏃会鳥獣部会に支部長出席
3・2 1 シロチドリ保護活動（繁殖地の保護）
3・3 1 部長会諧
4 2 0 0 1年度決算作業・ 2002年度予算案の作成
4• 1 1 事務局会議
4・21 2002年度総会・野鳥講座・ 2002年度第1回理事会

4・26 事務局会議
4•30 平成 14年度三重県環境功労賞推薦書提出
5・2 伊勢市高倉山鳥獣保護区•特別鳥獣保護区期間更新について意見書の提出
5・7 三重県環境保全審諮会に支部長出席
5・7 伊賀町霊山鳥獣保護区期間更新について意見書の提出
5・7 名張市滝之原鳥獣保護区期間更新について意見書の提出
5・8 探鳥会案内発送作業
5・1 4 大宮町藤木屋休猟区新規設定について意見書の提出

● これからの葦鵬 ('5月-7月）
5・2 5 第10回中部プロック会議 に出席
5 「バードウィーク全国一斉野鳥販売実態調査2002」に参加協力
6・1 「MIE・ みんなで創る環境フェア 2002」に参加
6 支部報「しろちどり」第35号発行
6 密猟パトロール（各地区）
7・28 2002年度第2回理事会

疇｝こと約，いぷ戸'f疇響彎宴攣：＜芦羹，;'i~A/£茫訊~~
rヒナを捨わないで1」キャンペーンが麹皇り攣した
今年も野鳥のヒナの巣立ちの時期をむかえ、ヒナの保護をめぐるトラプルが予想されます。
迷子のように見えても、巣立ちしたばかりのヒナのそばには親鳥がいます。ヒナが地面に
落ちていても、安易に保護しようとしないで、そのまま立ち去るようにしましょう。
人がそばにいると、親鳥がエサを与えることができません。

「釣り皐•鈎り針鎗てないでJ ポスターの襴示9こご纏力ください
たくさんの野鳥たちが釣り糸にからまったり、釣り針を飲んだりして命を落としています。
以前支部で制作したキャンペーンポスター（シロチドリが釣り針を飲んで死んでしまった

図案）がまだ残っていますので、釣具店や、人が集まる場所に貼っていただける方は事務局， --
までお申し出ください。 ' , ... 壕震匹心,,苓停""ーパふllalt,1:≫n,

震鳥会リーダ一の方へ,..  会.饂亀の暢告書について
探鳥会をお世話いただいているリーダーの方には、開催後報告書の提出をお願いしていますが、どこに提出したらいいのか
わからないという声がありました。今後、提出先を事務局に一本化しましたので、ご協力よろしくお願いいたします。

●しろちどり 35号● -7-

/―̀ 



'-
会員のページl

探鳥会について考える

橋本富三

昨年 (20 0 1年）の 10月、日本自然保護協会 (NACS-J)の自然観察指導員講習を

受講する機会に恵まれた。この講習は自然観察会を通して自然保護の大切さを学習しようとす

るのがその趣旨であるが、自分なりにこの講習を通して得た事、特に探鳥会について考えてみ

た。

自分がリーダーをした数少ない探鳥会経験では、鳥をみつけて観察し、何種類の鳥が出たか

数を数えて、「綺麗やったな、沢山おったな。あー楽しかった、またやろうな一」で終わるのが

常であった。参加した人に楽しんでもらえれば良いと思っていた。参加者に自然に親しんでも

らい、鳥のことをよく知って、もっと好きになって欲しい。それも大切。でも他に探鳥会を開

催する意味があるんじゃないか。鳥を通してみえてくる自然の大切さ、一度失った自然を回復

する事の難しさ、そして今ある自然を保護し、次世代にもっと豊かな自然を残す事、そのため

にみんなが話し合う、行動する事が大切なのではないだろうか。

今、自分が子供の頃、夢中になって遊んだ日々の事を思い出す。阿漕の海に行けば透き通る

水の中で群れ泳ぐ小魚、アサリ、マテガイそしてたまにハマグリが採れた潮干狩り、学校帰り＾ に道草をした小川にはフナや、メダカ、 ドジョウ、カラスガイ、ゲンゴロウ、タガメ、赤い腹
をしたイモリ。夏休みのひんやりとした雑木林には、タマムシ、カミキリムシ、クワガタ、な

かなか捕まえられなかったオニャンマとギンヤンマ。夏の夜は街灯の裸電球にガやカナプン、

カブトムシが何匹も飛んできた。それは今思いだしてもスリリングでときめく生き物とのふれ

あいであった。皆、少し前まで自分のそばに当たり前にいた生き物達だ。しかし今これらの生

き物は、限られた場所でしか会えなくなってきている。これらを考える時、今の子供達にどう

したらあのわくわくするような体験をしてもらえるだろうか。何十年か先、今日の探鳥会で見

られた鳥たちに同じ場所で再び会うことが出来るだろうか。そのために今、何をすれば良いの

だろうか。

3 0億年という長い時間の中で育まれてきた 25 0万種を越える生物のうち、 20 5 0年に

は、その 3分の 2が絶滅すると予告する生物学者がいる。小さな環境変化にも大きなダメージ

を受け、危ういバランスの上で生き続ける生物を乗せた宇宙船地球号は、今沈みつつあるので

はないだろうか。この宇宙船地球号を救う第一歩は、いつも自分の周囲にある身近な自然に気

を配りながら、何か変だぞ、おかしいぞと思ったときに行動を起こす勇気である。そうした仲

間を増やしていくことも探鳥会リーダーの大きな役割であろう。

＾ 
野生サルと出合った探鳥会

水森和子

4月 27日、少し肌寒さを感じさせられる県民の森探鳥会、今日の探鳥会は楽しみにし

ていた探鳥会の一つです。以前に初めて参加した時の感激が忘れられず、又ぜひとも参加し

たいと思っておりました。

リーダーさんの夏鳥の話、バードウォッチングのマナー等の話を聞き、 2班に別れ道路

を渡って森の中へ、一番最初に、ピーピーとヒヨドリが私達を迎え入れてくれます。「シメ」

が木の上で、それを見つけた私達は内心「しめ！しめ！」と。その後、「ホオジロ」「エナ

ガ」「コゲラ」「ビンズイ」「メジロ」「ツグミ」「カワラヒワ」等、目の前に現れたり、飛び

去ったり、私達を楽しませてくれます。

そしてなんといっても今日のヒットは、一度見たら忘れられない鳥「キビタキ」です。

リーダーさんがーはやく望遠鏡をセットしてくださいます。レンズの中にはスズメ位の大

きさで、背中の部分は黒く胸から腹の部分は黄色の鳥、なんてすてきな鳥でしょう。代わ

る代わる望遠鏡をのぞきました。

途中で「おサル」さんと出会い、私達は「おサル」さんをウォッチング、おサルさん達

は人間をウォッチング、共にしばらく仲よくお見合いをした後、おサルさんの「ウンチ」

を見ながら楽しい半日を過ごし、そして楽しさの余韻を残しながら帰途につきました。

●しろちどり 35号● -8-
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11 《私の一番鳥》 ： 
11 II 
昔 平成 5年に私達家族はハヤプサの幼鳥を保護した事があります。 ：： 

ll 7月初旬、海山町の銚子橋付近でうずくまっている幼鳥を見つけました。目がぎょろぎょ且
11 ろとしていて、まるで海坊主のようなハヤブサの幼鳥でした。早速、家で鶏肉を与えてみ l! 
llるとすぐにパクつきました
11 獣医さんに診察してもらいますと、右足が骨折して赤茶色に変色しており（本来の色は黄 11

n色）、やせていることもわかりました。処置をしてもらい、飲み薬をいただいて家に連れて昔
ii帰りました。この飲み薬は後に、餌にねじ込んで飲ませました。この時の体重は 530gでし ii
［ た。；；

11 餌は鶏肉、レバー、砂肝が好きで毎日 100g程食べていました。 ：： 

H 目増しに元気になり、 7月中旬ごろには、箱の中でうずくまっていたのが上体を起こせる昔
：：までに回復しました。また、羽ばたくようにもなり、段々と生活場所が下から上へと移り、且

11テーブルの上などに止まれるようになりました。 H 
11 餌も切り身から骨付き肉にすると、足で押さえて上手に食べられるようになりました。 11 -

昔 獣医さんに連れて行くのも大変で、つかまえるのにも力がいり、「キィ、キィ」と鳴きま ii
iiす。そのうち部屋の中で放し飼いになってしまい、生活場所が洋服だんすの上になってし ii 
昔まいました。

ii そこで、家具を新聞紙で覆い、部屋中に新聞を敷き詰めました。私達が部屋へ入ると「ハ昔
：：アハァ」と威嚇してきます。しかし息子が呼ぶと、手に舞い降りて羽ばたきをするという 苔

Hかわいい所もありました。尾羽が汚れると、ぬるま湯で洗ったりと大変で忙しいーケ月間 11 

昔でした。

11 7月末の天気のいい早朝、無事に育つことを願いながら放鳥しました。以上が私達の貴 11 

!! 重なハヤプサ保護体験で、思い出の鳥です。 11 

藤原京子昔

ぃ 《私の一番鳥》（しろちどり 33号参照）では「好きな鳥」「思い出に残る鳥」「あこが
れの鳥」・・・・・・等など、鳥に関する話題のコーナーを設けております。

お気軽に投稿ください。

、―‘‘
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みむ一の中国通信 (5)

三村祥子

ニーメンハオ！皆さんこんにちは！みむーです。

先日から雨が多くなり上海もそろそろ梅雨の時期が到来しそうです。それが過ぎるとあ

の夏がやって来るわけですが、上海は長江の河口に位置しているため潮風が通って比較的

蒸し暑くないそうです。研修期間中住んだ杭州より涼しいことを期待しています。

すこし前の話になりますが 4月の 6日から一週間山東省に旅行に行きました。上海から

昔汽車で約 9時間で、青島などがある省です。ですが今回はそこをあえて外して（？）孔子の故

H郷曲阜，泰山，徐州に行ってきました。そのうちの泰山（標高 1532m)、中国は勿論世界的

g ；；に名高い名山で、世界自然文化遺産に登録されていて、歴代の皇帝が封禅（即位したこと

；；を天地に祀る）の儀式を行った聖地です。孔子は「泰山に登ると天下はなんと小さいもの
昔
昔か」、杜甫は「泰山の頂上から眺めると周囲の山は小さなものだ」と言う言葉をこの地で残

』しています。

ii 中国人にとって特別な山で、一生に一度は登るといい、日本でいう金毘羅参りのような
11 ものだそうです。しかも普通の山登りと違って石段7414段(!)下から眺めると 1本の

g筋のように見えますC普通は一から登るのですが時間の都合で五合目から登りました。
昔 登り始めてものの数分後、白と黒の，ハト大の鳥が飛んでいるじゃありませんか！！そう

!! です、カササギです！自然の中で人を恐れていないのか 3メートルほど前の石段を歩いてい
iiるのです。しかもつがいで！初めて見たので本当に興奮しました。帰って調べてみると『カ
』ササギは佐賀平野を中心に北九州に生息し、国の天然記念物』と記されていました。中国

iiで日本の天然記念物を見られたことに感動しました。
ii その後，標高が高くなるにつれ植物も無くなっていき頂上はごろごろした岩だけになっ
てしまいましたがレストランや土産物屋はどこまで行ってもありました。しかし水だけは ：： 

届いていないのかどこのトイレに行っても水は出ませんでした。

途中、一人のカップラーメンを運んでいるおじさんと話す機会があり，肩に担いでいる

荷物の量を訊ねたところ、なんと片方 5kg、もう片方に 5kg。(5kg分のカップラーメン

を想像してください。かなりの量です）それを担いで 7千段を登ります。一日 2往復が限

界だそうです。その重労働で 1日15元 (1元約 16円）。毎日新鮮な食材を持ってくること

．の大変さを痛感します。途中で休憩した時に食べたりんごの美味しいこと！山水でキーン

昔と冷やされ食べた瞬間甘さが広がって……。りんごがこんなに美味しいなんて知りません

iiでした。これを美味しく感じることが出来るのもこういった努力のおかげなんですよね。 昔

iiあらためて中国人の底力を見た気がしました。 !! 

昔 先日よく行く路上市場でアヒルとヒョコを触りました！ヒョコは日本でも売っているの E 
昔

昔で珍しくありませんが、アヒルは初めてでした。生後 10日ほどのヒナたちで一匹一元。

iiちゃんと水かきが付いていて、手の平に乗せても爪がないから痛くないのです。売り手の
iiおじさんはどうしても 2匹セットで売りたいらしく（一匹だと寂しがるから。というのが理
』由だそうです）しきりに 2匹を薦めてきます。でも今

11は寮に住んでいるし、当たり前ですがずっとこのまま

［手の平サイズというわけではないので買いませんでし

iiた。
Ii今、上海は空前のペットプーム。只今、路上では
iiウサギとハムスターが売られています。
昔 以上みむ一
II 、 の中国通信でした。 /~ ii 

!! ii 
it::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::,11 
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● 神戸の里山探鳥会（津市）

日時： 11月 11日（日） 9 : 00........,12 : 00 

担当：岡八智子・石原宏

参加者： 20名 （会員 18名 非会員 2名）

銀察種： Iヽクセキレイ、セク,11セキレイ、りゲイス、モズ、がv・11、

ホオヅn、シ`ョウピタキ、シゾュウカう、イカル、）スリ、キヅ、力りう

t'}、カシうが力、コゲう、:/111ヽラ、コヅュケイ、カリり、アカゲラ、ツ

ク`ミ、ヒ`ンズイ、刃、ヒ3ドリ、ハシアトがうス、ベニマシコ、ト

t''、キセキレイ、アオヅ、スス')

計 28種

コ｝ント

雲一つない上天気で、予定通りでき、アカゲラ

とノスリも見られ良かった。
環境変化や問題

竹が雑木林をのみ込む勢いです。又、奥の水

田跡も雑草と雑木で自然にかえりつつあり

ます。中勢バイパス工事も段々近づいて来

て、ここはこの先どうなるのでしょうか。

又、 15日にキジ撃ちハンターに会い、こん

な里山が狩猟区とはびっくりしました。

● 安濃ダム探鳥会（芸濃町）

日時： 12月 23日（日） 10 : 00 ,...._, 12 : 00 

担 当：平井正志・斉藤加代子

参加者： 40名 （会員 18名 非会員 2名）

観察種：アトリ、オシドリ、セク''uセキレイ、｝ヅn、ホオ/11、

アオサが、カリカ‘うス、 Iヽシホヤゾカャラス、カリうt'}、マカヤモ、カリウ、

t3ドリ、モス‘、カリセミ、キセキレイ、）スリ、シ`ョウビクキ、クマク

カ、ウク`イス

計 19種

コルト
地元の芸濃町からも会員外を含む数名の

参加があり、地元からも注目されるように

なった。オシドリはやや少ない (2002年 1

月 14日には 72羽に増加している）。 錫杖

荘から湖岸をあるいた。アトリの小群がヤ

ナギの木に降りて、観察できた。湖面にボ

ートを浮かべてブラックバスを釣る人がい

て、オシドリの越冬に影響がでる可能性が

ある。

鳥合わせ中にクマタカが上空に出て、一

同満足。オシドリの越冬を保護するために、

冬季、ボートの禁止、周辺も含めて、禁猟

区にするなど、対策が必要である。

● 鈴の森公園探鳥会（松阪市）

日時： 1月 19日（土） 9 : 30........, 11 : 30 II 
担 当：宮田たつ・鈴木茂子 II 
参加者： 26名（会員 20名 非会員 6名） ii 
観察種： Aクドリ、ヒ3ドリ、ハクセキレイ、 Iヽシ加ゾがうス、ス ii 
ス,,)、カリうt'}、卜,,Iヽャト、 マカゞモ、 Iヽ ンヽ、コカ`モ、ユリカモ｝、

●しろちどり 35号● ー 11-

カリセミ、コャイサキ`、モス`、キセキレイ、セク,,J]セキレイ、キヅ Iヽ`卜、

アオサキ`、コサキ‘、夕`イサキ`、イゾシキ‘、y''3りヒ`タキ、ツク`ミ、
メシ.J]、ウク、イス、ホホシ,,J]、イカル、ヒ`ンス‘イ、卜t'

計 29種

コ｝ント

天気に恵まれ風も強くなく、多くの鳥が街

中で見られたことには、みなさんが喜んで

下さったと思います。

参加された方々のマナーもたいへん良くて

楽しい会になりました。
環境変化や問題

餌をやる人がいるのでユリカモ｝が川をさかの

ぼって来るようになり人なれをしたカモiが
かなり近づいて飛ぶようになっていた。

その分、コがモが追われているかなとも感じ

られる。

● 外宮勾玉池探鳥会（伊勢市）

日時： 1月 27日（日） 9: 30-11: 00 

担当：林淳子・吉居瑞穂

参加者： 25名（会員 21名 非会員 4名）

観察種： Iヽシtゞnがモ、マがモ、コがモ、 ヒドリがモ、
カルカヤモ、 Iヽ`ン、 カイツr・リ、 アオサキ`、 ク‘、イサキゞ、 ユリカ
モ｝、 カリり、 Iヽクセキレイ、 セク.J]セキレイ、 キセキレイ、 がy''J]、

ツクさミ、 ヒ3ドリ、 キシ`バト、 1/ll Iヽう、 コゲう、 アオゾ、
ヤマカさう、 ハシ加ゾがラス、 スス,,j. 

計 24種

コメント

カモかも例年にくらべ数が少なかったが、勾玉

池の良い所はカモ達が間近で銀察出来るので

参加者に加をじっくりと観察して貰えた。羽

＾ 

の色の構造、色のこと、カモは何故浮くのか等~

を皆で楽しく観察出来た。

● 木曾岬干拓地探鳥会（木曾岬町）

日時： 1月 27日（日） 9 : 00-----12 : 00 

担 当：村田芳雄・近藤義孝

参加者： 16名

観察種：カルがモ、コがモ、キンク111ヽ:1・11、ツク`ミ、アオゾ、

シ`ョりt"タキ、チュりヒ、ムクト`リ、アオサキ`、オオヨシカ`モ、ク：イサ

キ`、ホシIヽゾn、ド Iヽ 卜`、イゾシキ中、クサシキ‘、ハクセキレイ、ハイイ

nチュウt、キゾバト、カイツアリ、チ3ウゲンホ`り、オオクカ、カリラ
tリ、コチョりケ→ンホ`り、タケ、リ、カリり、が;''11、tョドリ、キシ‘、

夕t,ヽ り`、）スリ、モス`、ケリ、ユリカモ｝、Iヽシホ`ゾカ`ラス、 Iヽ:17"ト

ヵ`うス、:Iシ`ュウカプ、t,ヽャリ、スス,,j、ミサコ`、キセキレイ

計 40種

コメント

今日は風が強くてライトプレーンや模型飛

行機が飛ばなくて、かわりに猛禽類がよく飛

んでくれた。



'-
探鳥会

＾ 

環境変化や問題

鍋田干拓地内での工事が増加しつつある。

● 東紀州地区探鳥会（海山町）

日時： 2月 3日（日） 10 : 00"-'14: 00 

担当：三村通雄

参加者： 10名（会員）

観察種：ヒト、リ、マがモ、キンクIJIヽ/11、訪Iヽ:;''IJ、カリラ

tり、力りり、イリツIヽ.J.、ススカゞモ、シIJIヽう、卜r、ウク`イス、ス
ス,,J.、ム9ドリ、キシ`バト、ツゲミ、ホオ:1・IJ、ヘャニマシコ、
シさョり t'' りキ、モスキ、カイツ7• リ、アオシさ、コカミモ、オオIヽやン、

ミサゴ、イカ叶ドリ、イ1t3ドリ、カンムリカイツアリ、アオサ
キ`、がイサキ、ウミネコ、オオセク,,IJカモメ、カモ｝、）スリ、カルカ`

モ、 Iヽシホ`ヅカ`うス、ハシアトがラス、キゾ、｝ゾn、卜,,Iヽ‘

ト、キセキレイ

計 40種

＾ 

コ｝ント

生憎の小雨模様の天気ではあったが、例年

どおりの種類が見ることができた。今年はオ

オバンが観察されたc 今年も来たオオワシは、

今日は見ることができなくて残念だった2
環境変化や問題

船津川近くの前柱池の前には残土が多く積

み重ねられていた。また、この近くを通る高

速道路ができると船津川の雰囲気も変わって

しまうだろう。

● 上野公園探鳥会（上野市）

日時： 2月 10日（日） 10: 00,--., 12 : 20 

担当：塗矢博一

参加者： 7名（会員）

観察種：カリラヒり、ウゲイス、ヒ3ドリ、ツがミ、コケキラ、 Iヽ

シホ｀ゾカ｀ラス、シ｝、 t•' ンスさイ、イカル、アオIヽゞ卜、卜.,, .. ト、キ

ンゞ,,.. ト、Mドリ、スス..j、力リり、エナカさ、マがモ、メゾn

計 18種

コメント

種類が少なかったが、数がたくさん見ら

れた。
環境変化や問題

多少、数・種類とも多くなった。

● 揖斐川探鳥会（多度町）

日時： 2月 17日（日） g: 10,.....,11 : 30 

担 当：近藤義孝・村田芳雄

参加者： 15名（会員 15名）

観察種：カリウ、アオサキ` 、コがモ、おIヽ;''p、キンクPlヽ/

n、ミサコ`、トヒゞ、チュりヒ、コチト：リ、ケリ、タケゞり、イゾシキ`、りシ

キ`、ユリカモメ、キシ,,, ゞ卜、 l'.Iヽ リゞ、キセキレイ、ハクセキレイ、セク,,p 

セキレイ、tョドリ、モスさ、ミゾササ`イ、シゞョりビタキ、ツク`ミ、
II 
ii 

環境変化や問題

！！ 柵が設けられ、堤防上への車の出入りが出来

II なくなったため、ライトプレーンが飛べなくな
ii り大型鳥類の飛翔の妨げがなくなった。

シシ`ュり力う、メシ,,ll、ホオシ,,ll、シヘ、リアシ`ュリン、カリラヒリ、ス

ス、メ、ムクドリ、ハシホ｀ゾカ｀ラス、ハシ7• トカ`ラス、 卜,,Iヽ`卜、

オオヅュリン

計 35種

コ｝ント

あいにくの曇り空ではあったが、シベリアゾュ

リン、オオゾュリン、チュ加、ミサずなどが観察された。数

日前まで狩猟に使われたカモのデコイが川に

残されていた。
環境変化や問題

浚渫工事で一部埋め立てが行われていた。

● 磯部町穴川探鳥会（磯部町）

参加者： 20名（会員 17名 非会員 3名）

日時： 2月 24日（日） 9: 00"-'12 : 00 

担当：今村禎

観察種： 3シカ` モ、ヒドリがモ、マがモ、オナががモ、オオ

バン、ホシIヽ;;'p 、ハシ 1:• llがモ、キンク111ヽ;;''ll、ミサゴ、チュり

ヒ、アオサキ`、カイツrリ、トビ、スス・;、アオシャ、ホオアカ、タヒ
ハ、り、ホオシ''11、ツクさミ、9シキ`、ムクトャリ、カリうtり、ハシホ`ゾ
ヵヤうス、オオシ`ュリン、｝シ''11、シ→ョウt''クキ、ウク`イス、ヒクイ

ナ、セク• ll セキレイ、キシ• Iヽ 卜`、ヒョドリ、カリり

計 32種

コルト
2月の穴川としては、あまり寒くもなく絶好

の探鳥会日和でした。観察された鳥では、観

察もメインであるカモ類が少なく残念でした

が、部分白化（肩の部分） したチュウヒが観察で

きたりし、楽しめました。

● 木曾岬干拓地探鳥会（木曾岬町）

日時： 2月24日（日） 9 : 00""'12 : 00 

担 当：村田芳雄・近藤義孝

参加者： 23名
観察種：キンク111ヽシ,,ll、ホシIヽシ,,ll、オカ3シカ`モ、コがモ、

イゾシキ`、アオシ`、キシ,,Iヽ‘卜、ハクセキレイ、タケ、り、クサシキ‘、ヒ

ハキリ、 ツク｀ミ、ト I:'' 、チョウケャンホさウ、）スリ、ハヤ7•サ、ハイイ

llチュりt、ムクドリ、カリうヒリ、ミサコ`、キシ：、がイナキ`、ケリ、

シ.3ウヒ`タキ、モズ、カリセミ、ク1:,ゞリ、ヒ3ドリ、カイツアリ、

ハシホ｀ゾカさラス、カリウ、カルカ｀モ、アオサキ｀、卜• Iヽ 卜`、オオシ`ュ
リン、 Iヽシ 7• トカ`うス、ススさメ、ホオシ,,ll、が;;''ll、コチョウケ‘ン

加り、カシラが力、シゾュり力う

計 42種

● 海蔵川探鳥会（四日市市）

日時： 2月 27日（水） 10:00-12: 00 

担当：尾畑玲子・楢原薬

●しろちどり 35号● -12-



~ 参加者： 13名（会員 10名 非会員 3名）

観察種： Iヽツ、カイツアリ、カリセミ、ハクセキレイ、セク,,l1セキレイ、

が:,/l1、シシ`ュウカラ、シ｝、モス`、クイナ、カリラヒリ、ツク`ミ、アオ

シ`、ケリ、ホオシ.l1 、キシ• Iヽャト、アオサキ‘、カルカヤモ、キシ‘、:Ill/ヽ

ラ、ムクドリ、ヒ3ドリ、 Iヽシ加ゾがラス、

Iヽ:;7"トカ、ラス、スス.j.、キセキレイ、ヒ}¥.リ、：／ョウヒ、タキ、ウク`イ
ス、卜• Iぐ~ ト、アイカ`モ、タカ SP(オオタカ？） 、イゾシキャ

計 33種

コメント

代官橋にいるアイがモは付近でかって行われて

いたアイカヤモ農法の落とし子と思われる。

野生化しているので種数に加えた。
環境変化や問題

三重TVが探鳥会の趣旨をうけて取材してく

れた。この催しを多くの人に知ってもらうには

良い機会だったと思う。

● 斎宮池探鳥会（明和町）

日時： 3月2日（土） 9:00"'-'11 : 30 

担当：西村泉・山田昭子

参加者： 12名
観察種：カイツアリ、コケ`ぅ、カリうヒリ、カリウ、｝ゾn、エナが、

t3ドリ、ヤマカヤぅ、りゲイス、トビ、アオキ`、シゾュウカう、:/Plヽ

う、カリセミ、Iヽシぶゾがうス、Iヽシアトカ`ラス

計 17種

コ｝ント

風は冷たかったが、日差しは暖かく鳥見日和と

なった。

コゲうが巣を作るため、木に穴を開ける様子をじ

っくり見ることができた。
環境変化や問題

三重TVからの取材を受け、 3/18に放映され

た。

● 石垣池探鳥会（鈴鹿市）

日時： 3月 3日（日） 10:00-12: 00 

担当：市川雄二

参加者： 23名

観察種：カリウ、ハシ加ヅカ` ラス、カリラヒリ、メゾn、ック`ミ、キ

ゾバト、ウク`イス、ムクドリ、アオシ‘、t3ドリ、ハクセキレイ、オオ

ハ`ン、カイツアリ、ユリカモ｝、マがモ、オナが力`モ、ホシハヅn、ス

スヤがモ、ヒト、リがモ、 3シカ`モ、カルがモ、ハシヒ,llがモ、オカ3シ

がモ、コがモ、アオサが、オオタカ

計 26種

コj.ント

晴天に恵まれた、石垣池の探鳥会で 23名の参

加がありました。今年のガンカモ調査でカモ<T..

仲間は約 2,000羽と例年になく少なかったのて

すが、種類は多く、 12種を数えました。

今回の定例探鳥会では、カモの仲間は 7種で

100羽しかいなくてがっかりしました。

ー

"
l
l
i
l
l

＾ 

--, 

t"""
"11~11"

""" 

"＂" ．． II 

会員から、ここで 1月下旬オオタカの姿

を確認したとの情報を聞いて、オオタカの

せいかなと多少複雑な思いにふけったひと時

でもありました。また、池の真中にある中の

島ではカワウの繁殖が真っ最中です。夕方に

なると 1,300羽のカワウが集結します。 350

の営巣を確認しています。

● 木曾岬干拓地探鳥会（木曾岬町）

日時： 3月 24日（日） 9 : 00-12 : 00 

担 当：村田芳雄・近藤義孝

参加者： 20名

観察種：コカて、おIヽヅn、キンクll/ヽ:/"ll、タシキ`、トビ、

カリウ、キシ`、アオゾ、）スリ、オカヨシカ`モ、スス,,j.、アオサキ`、オ

オシャュリン、 Iヽさン、カルカ`モ、カイツT'リ、クサシキさ、カリうtり、ツ
ク`ミ、キシ`ハ`卜、オオタカ、ヒIヽャリ、ヒョドリ、カリセミ、ハイイllチ

ュウt、チュウヒ、ミサコ‘、ケリ、ハイタカ、 Iヽシホ.1カ`ラス、ハヤT'
サ、イゾシキさ、セク,,llカモ｝、シ`ョりピタキ、ウク`イス、夕ゞイサ

キ`、コチドリ、ハクセキレイ、モス`、ムクト、り、クゲリ、ホオシゞ ll、

Iヽ:;T'トカ、ラス、卜`ハ`卜、シシ`ュウカラ、:/llIヽう、ツIヽゞ i

計 48種
環境変化や問題

チョウゲンホ｀りが出ていれば干拓地の猛禽類は

出そろったことになる。人間の営みと自然

の恵みの良く調和した場所であろうか。

コルト
木曾岬干拓地の自然保護をどのような形に

するべきか、みんなで考えよう。

● 赤目の森探鳥会（名張市）

日時： 4月 7日（日） 10: 00-15 : 10 

担 当：田中豊成・小林達也

参加者： 15名（会員 8名 非会員 7名）

観察種：ツIぐ｝、ヒヨドリ、イカル、シゾュり力う、スス,,;、ツ

クキミ、ムクドリ、アオナキ`、セク''pセキレイ、ハクセキレイ、カリウ、タ

t, ヽ ｀り、ケり、ヒIヽャリ、ハシホゞゾカ｀うス、りク｀イス、ホオシ• ll、力り

うヒリ、アオヅ、キセキレイ、ヤマカ`う、オオアカケ‘ヽう、ヤアサ｝、エナ

ヵ--、オオタカ、ヒカゞう、イリツIヽ--;.、キシ`バト、ヒ`ンス`イ、メゾ

ll、Iヽ:17''卜がラス、コゲラ、カケス、約Iヽ‘

計 34種

コ｝ント

夏鳥を観察するには時期が少し早かった

が、意外に多くの野鳥を観察できた。

● 藤原岳探烏会（藤原町）

日時： 4月 7日（日） 9: 00-13 : 00 

担 当：加藤光広・村田芳雄

参加者： 7名（会員 7名 非会員 0名）

観察種：キシ` 、スス.j.、ツIヽ,,;、ヒヨドリ、Iヽシアトがラス、

ホオシ,,ll、モス`、カリうヒリ、りク`イス、ムクト、リ、ケリ、セク,,llセキ

●しろちどり 35号● -13-
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レイ、キセキレイ、ツクャミ、キシ,,Iヽャト、ヒカ`う、ヤマカャラ、ミゾササ`

ィ、が:,,'tl、刃、 y111ヽう、シゾュりカラ

計 22種

コ｝ント

天気がもう少しよければというのが共通の

想いのようだ。

藤原岳周辺に特有の植物を観察できたこと

はよかった。
環境変化や問題

登山等の観光化に伴い、有料駐車場が増えて

いる。

＾ 

-量・誓、

● 篠田山探鳥会（松阪市）

日時： 4月 8日（月） 9 : 30------12 : 10 

担 当：宮田たつ・小津みゆき

参加者： 13名（会員 11名 非会員 2名）
観察種：シPlヽう、 ツク`ミ、t'ンスやイ、/.1''p、カリうげ、ケ

リ、エナカ`、トビ`、アオシ‘、コケさう、ウク`イス、オオクカ、アトリ、イカ

ル、シ｝、ヤマがう、ツIヽ.j、ヒヨドリ、 Iヽシ加ゾカ`うス、スス.j、ア

カIヽう

計 21種

コ｝ント

今年は桜の開花が早く、散り始めた桜の木の

枝で刃が一羽二羽と採食するのをゆっくり見

ることが出来た。

● 高松海岸探鳥会（川越町）

日時： 4月 14日（日） 10: 00,.._,11 : 45 

担当：楢原薬・高和義

参加者： 46名（会員 14名 非会員 32名）

観察種：ハマシキ` 、シnチドリ、トウネン、がイサが、コサキ`、

ユリカモ｝、ウミネコ、ヒ Iゞ~ リ、Iヽシ加ゾカ`ラス、ヒドリカ令モ、カルカ‘
モ、力リり、ツ！ゞ~メ、ヒ3ドリ、セッカ、ツクさミ、ムクトキリ、ホオヅn、

ハクセキレイ、スス、メ

計 21種

コメント

望遠鏡の数が多く、 1台に 3,4人で見られゆ

っくり観察できたと思う。又、シキ` チドリの出現

種が少なく集中できた。干潟の大切さを面白

く解説できるようにしたい。
環境変化や問題

潮干狩りの人間が多すぎるように思う。貝

を採る量と大きさの制限も必要ではない

か。

● 宮川河口探鳥会（伊勢市）

日時： 4月 14日（日） 9 : 15-----12 : 00 

担当：世古口有司・西村泉

参加者： 21名（会員 15名 非会員 5名）

観察種：セクゞ nセキレイ、オオ砂キリ、キゾ、セッカ、バン、枕

！ゞリ、：:Illチト`リ、 イゾシキ`、ユリカモ｝、ホオシ‘、口、ミサコ`、ク‘
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イサキや、ヒョドリ、アオサキャ、ツIヽ,,;.、ヒIヽ、り、スス.;.、Iヽクセキ

レイ、コシ`ュケイ、コサキさ、｝がイチドリ、卜t''、ツク`ミ、

力りうヒり、カリり、カイツ7• リ、キシ,,Iヽャト、 Iヽ:it• llカ`モ、コカ`

モ、マカやモ、カルカ`モ、ムクドリ、りゲイス、アオシ‘、ケリ、ヒト‘

リがモ、オカ3シカ`モ、オナが力、モ、キンクll/ヽ:1• ll、モス`、クシ

キさ、/¥:/加ゾがラス、 Iヽシアトカ、ラス

計 43種

コルト

たくさんの野鳥を観察できて干潟の豊かさ

を感じてもらえたのではないかと思いま

す。皮肉にも諫早湾を失った 4/14が「干潟

を守る日」となりましたが、干潟の大切さを

もっと多くの人に伝えなければいけないと

感じました。

● 県民の森探鳥会（菰野町）

日時： 4月 27日（士） 9 : 30"-'12 : 10 

担当：矢田栄史・高和義

参加者： 49名
観察種： t3ドリ、ックャミ、イカル、ウク`イス、キピタキ、シ
メ、コケ`ぅ、カリうヒリ、オオルリ、メシゞ ll、t・ンス‘、イ、ホオシ,,ll、

ツIヽ.j.、エナカさ、スス`メ、キセキレイ、カケス、/¥:17'トカャラス、ア

カゲう

計 19種

コルト

4月下旬でキt''クキの姿、さえずりを確認でき

たのは過去 7年間で初めて。たくさんの参

加者のおかげで、途中、地面に落ちていた

小鳥の巣を拾い、まとめの時に、みなさん

に見てもらう。

● 木曾岬干拓地探鳥会（木曾岬町）

日時： 4月 28日（日） 9: 00"-'12: 0 

担 当：村田芳雄・近藤義孝

参加者： 24名

観察種：コカ` モ、コチト、り、カルがモ、キヅバト、キヅ、

イゾシキ｀、チュりヒ、ホシIヽシ•'11 、ハクセキレイ、力りり、アオナキ‘、チ

ュりシャクシキ`、ケリ、t,ヽ→ り、セッカ、ツク‘ミ、ド Iヽ`卜、/¥:/ホ‘
ゾカ`うス、rイサキ‘、モスさ、ツIヽ.j.、Iヽ ン`、スス,,j.、卜tゞ、コ
サキさ、クt,ヽ｀リ、 /\:;7• トカさラス、りゲイス、ヒ3ドリ、ムクト‘

リ、オオ3シキリ、シシキュり力う、カリラ t り、｝シ •'11

計 34種

コルト

小学生4名の参加もあり、そのうちの一人

がプロミナを通してキジを見た時「あ、桃

太郎さんのキジだ」と叫んだ。
環境変化や問題

ガードレールを越えてライトプレーンを

堤防上に運び込んで、また干拓地上空を

飛び始めた。大型鳥類の飛翔に影響を与

えている。
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＾ 
●集隻記
2002年度の（財）日本野鳥の会三重県支部
総会も無事に終了した。今年度の第一号のし

ろちどりです。

五月始め、東北を移動していた。あたり一

面新緑の薄緑が眼に柔らかく、北の地方独特

の懐かしい光景が続く。

米沢市郊外の道の駅で休んでいた時のこ

と、電線に止まったノスリが居たので暫く見

ていた。そのうち、さっと舞い降りて、野鼠

様の小動物を捕らえて行った。ハンティング

の様を見て、感動したことだった。
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